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新年度支部委員会 

４月８日（火） 

１８:１５～１９:３０ 

ZOOM参加もあり 
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北多摩東ニュース 

第５８回北多摩東支部定期大会 
２０２５年４月２９日（火休日） 

開場１３：３０  開会 1３:４５～1６:１５ 

武蔵野スイングホールスカイルーム（10階） 

（JR武蔵境駅北口すぐ） 

年に一度のみなさんが集まる大会です。「願い」を

要求にして声をあげる大会にしましょう。 

役職名 候補者名
委員長 村田　紀代美 当選
副委員長 山口　幸太 当選
副委員長 澁谷　寿美恵 当選
書記長 坂爪　邦雄 当選
書記次長 植野　容子 当選
会計部長 西内　牧子 当選

会計監査委員 小俣　美佳子 当選

服部　雅美 当選
高嶋　詩 当選
倭　　康子 当選
宮崎　太郎 当選
畠山　希 当選
海田　洋一 当選
服部　雅美 当選
植野　容子 当選

都教組委員

２０２５年　２月２1日
東京都教職員組合北多摩東支部

選挙管理委員長　荻本恒也　

2025年2月21日に実施した北多摩東支部役員選
挙の結果を下記の通り公示します。

非常駐執行委員

長時間労働解消につながる 

給特法改正を 
※「給特法」…「公立の義務教育諸学等の教育職員の給与等に関する特別措置法」 

給特法改正要求のポイント 

①国会に提出されている政府の改定案では長時間

労働は解消されない。 

②給特法の「超過勤務禁止規定」の趣旨を活かしつ

つ、長時間労働抑制につながる残業代支給を可能

にする改正を求める。 

③教職調整額は残業代ではなく職務給であること

を国会審議で明らかにする。 

④そもそも労働法にもない「在校等時間」というあ

いまいな概念をなくす。 

⑤勤務時間の適正な把握に努めるとともに、正規の

勤務時間内に職務が遂行できるように業務の適

切な管理等の措置を講ずるべきと改定する。 

深
刻
な
教
職
員
不
足
、
教
員
の
長
時

間
労
働
の
解
消
は
、
子
ど
も
の
教
育
を

守
る
た
め
に
も
、
待
っ
た
な
し
の
課
題

で
す
。 

 

今
、
通
常
国
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
国
会
で
は
、
教
育
予
算
と
と
も
に
、

給
特
法
の
改
定
案
が
出
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。 

 

そ
も
そ
も
給
特
法
と
は
、
１
９
７
１

年
に
全
野
党
が
反
対
す
る
な
か
で
成
立

し
ま
し
た
。
給
特
法
は
残
業
代
制
度
か

ら
教
員
を
外
す
こ
と
を
決
め
た
法
律
で

す
。 

 

政
府
は
「
教
職
調
整
額
」（
教
員
の
本

給
に
上
乗
せ
支
給
さ
れ
る
も
の
。
現
在

は
本
給
の
４
％
）
を
10
％
に
、
６
年
か

け
て
引
き
上
げ
る
案
を
提
出
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
肝
心
の
長

時
間
労
働
は
何
も
解
決
せ
ず
、
〝
定
額

働
か
せ
放
題
〟
と
揶
揄
さ
れ
る
枠
組
み

は
そ
の
ま
ま
で
す
。「
給
与
の
上
が
っ
た

分
、
働
い
て
」
と
長
時
間
労
働
が
助
長

さ
れ
る
危
惧
も
あ
り
ま
す
。 

 

わ
た
し
た
ち
の
「
願
う
」
改
正
の
論

議
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 


